
令和８年１月15日の給食

★ 牛乳

小 正 月
元日を含む、年神様を迎える行事の『大正月』

に対して、1月１５日、または１５日前後の数日間

のことを『小正月』と呼びます。

そう呼ばれるようになったのは、日本の暦の

歴史と深い関係があります。

小
正
月
っ
て

知
っ
て
る
か
？

授
業
で

説
明
し
な
き
ゃ

オ
イ
ラ
、
ま
だ

食
べ
た
こ
と

な
い
・
・
・

★ 松風焼き
八王子産ながねぎ使用

★ 小豆ごはん

★ チンゲン菜のからしあえ
八王子産にんじん使用

★ けんちん汁
八王子産にんじん、

ながねぎ、だいこん使用



の
ち
に
、
大
陸
（
中
国
）
か
ら

太
陰
太
陽
暦
（
旧
暦
）
が
伝
わ

る
と
、
新
年
最
初
の
満
月
の
日

は
、
一
月
十
五
日
で
し
た
。

1日（ついたち）

新月（しんげつ）

3日
三日月

（みかづき）

７日 上弦の月
（じょうげん

のつき）

15日 満月

（まんげつ）

太
陰
太
陽
暦
（
旧
暦
）
は
、

新
月
の
日
を
そ
の
月
の
一
日

（
つ
い
た
ち
）
と
す
る
も
の

だ
っ
た
か
ら
で
す
。

し
ん
げ
つ

22日 下弦の月

（かげんのつき）

暦
が
旧
暦
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
お
正
月
の

お
祝
い
は
、
一
月
十
五
日
に
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
・
・
・

む
か
し
、

日
本
の
お
正
月
は
、

新
年
最
初
の
満
月

の
日
で
し
た
。

満
月
に
は
、

神
秘
的
な
力
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
か
ら
で
す
。



こ
れ
ら
の
伝
統
行
事
や

慣
習
は
、
お
正
月
に

そ
の
年
の
豊
作
や

家
内
安
全
を
祈
願
す
る

も
の
で
し
た
。

こ
の
た
め
、

年
神
様
を
迎
え
る
行
事
は
、

元
日
を
含
む
数
日
間
に
、

そ
れ
以
外
の
行
事
や
慣
習
は
、

一
月
十
五
日
前
後
の
数
日
間
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

明
治
時
代
に
な
る
と
、

暦
は
、
新
暦
（太
陽
暦
）に

変
わ
り
、
一
月
一
日
が

「正
月
」に
な
り
ま
し
た
。

元
日
を
含
む
数
日
間
を
「大
正
月
」
、

一
月
十
五
日
前
後
を
「小
正
月
」と

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

小
正
月
に
は
、

「繭
玉
飾
り
」、
「餅
花
飾
り
」
や

「ど
ん
ど
焼
き
」な
ど
が
、

行
わ
れ
ま
す
。



こ
れ
に
は
、

そ
ん
な
意
味
が

あ
っ
た
ん
だ

小
正
月
の
朝
に
は
、

小
豆
と
米
を
焚
き
込
ん
だ

「
小
豆
粥
」
を
食
べ
る

風
習
が
あ
り
ま
す
。

赤
い
色
は
、
邪
気
を
払
う
と

信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、

赤
い
食
材
の
「
小
豆
」
を
入
れ
た

「
小
豆
が
ゆ
」
を
食
べ
て

無
病
息
災
を
祈
る
よ
う
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
日
の
給
食
で
は
、

小
豆
粥
で
は
な
く
、

小
豆
ご
は
ん
に

し
ま
し
た
。

餅
花
飾
り
は
、
柳
な
ど
の
枝
に

小
さ
く
丸
め
た
餅
や
だ
ん
ご
を

刺
し
た
も
の
を
飾
り
ま
す
。

八
王
子
で
は
、
ま
ゆ
の
形
に

似
た
「
ま
ゆ
玉
」
と
い
う
団
子
を

作
っ
て
飾
り
、
ど
ん
ど
焼
き
の
時

に
食
べ
ま
す
。



小 豆 ご は ん
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